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第33回共|司保健・医療・福祉会議の話題提

供で行われた「すこやか家族のある1日」と

題した寸劇。健康をテーマに、子どもから高

齢者に至るまでの各種健診の重要性や保健衛

生活動などを住民福祉課職員がキャストにな

り紹介。白熱した演技に会議の参加者からは

絶賛の拍手が沸き起こっていました。
演
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少
今

ノ
ブ広報とう

功

(2)

一
平
成
十
四
坪
虜
に
蕊
鶯
鶴

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
、
青

森
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
市
浦
で
、
平
成

十
四
年
度
市
浦
村
褒
賞
式
が
執
り
行

わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
功
績
の
あ
っ
た

五
人
が
村
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

褒
賞
式
で
は
、
高
松
村
長
の
式
辞

の
後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
「
褒

賞
の
記
」
が
手
渡
さ
れ
功
績
を
た
た

え
ま
し
た
。
（
三
和
孝
徳
さ
ん
は
都

、

平
成
十
三
年
、
平
成
十
四
年
の
二

カ
年
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
基
金
と

し
て
多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
、
市

浦
小
学
校
及
び
市
浦
中
学
校
に
「
宍

戸
文
庫
」
を
設
置
し
、
本
村
の
教
育

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
き
れ
て
い
ま

す
。＊
日
本
鋼
管
株
式
会
社
勤
務
（
作
業

1

受
富
者
と
功
績
内
容

受
臺
あ
め
で
医
一

成

錆
を

壷
ハ 戸貞市さん

た
た
え
基
人
を
義
影

ヨ
ご
雪
い
き
弓
」

合
に
よ
り
欠
席
）

引
き
続
き
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

三
上
藤
生
さ
ん
（
十
三
）
が
「
今
回

の
受
賞
の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

今
後
も
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
功
績
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

昭
和
三
十
八
年
一
月
一
日
、
市
浦

村
消
防
団
員
拝
命
以
来
平
成
十
三
年

１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

く
く
く
く
く
く
く
く
ｌ
く
Ｉ
１
Ｉ

長
）
、
定
年
退
職
後
月
島
機
械
株

式
会
社
勤
務

＊
神
奈
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
専
務
理

事
、
川
崎
市
広
報
委
員
、
保
護
司

等
歴
任
、
現
在
無
職
。

■

1

ん ノ
＝

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
三
十
九
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
消
防
人
と
し
て
有

事
災
害
時
に
お
い
て
、
自
ら
率
先
し

て
出
動
し
、
果
敢
な
る
消
防
活
動
を

展
開
し
、
幾
多
の
災
害
の
被
害
を
最

小
限
度
に
食
い
止
め
、
地
域
住
民
の

生
命
、
財
産
等
民
生
の
安
定
に
務
め

て
き
た
。
特
に
、
平
成
三
年
十
月
十

五
日
よ
り
退
団
ま
で
の
十
年
間
は
第

三
分
団
長
と
し
て
、
永
年
の
豊
か
な

知
識
と
経
験
も
基
に
分
団
の
指
揮
及

び
団
員
の
育
成
に
尽
力
し
、
県
操
法

大
会
、
観
閲
式
等
で
は
上
位
入
賞
に

輝
い
て
い
る
。

＊
平
成
元
年
青
森
県
知
事
消
防
永

年
勤
続
功
労
章

＊
平
成
八
年
消
防
庁
長
官
永
年
勤

続
功
労
章

＊
平
成
十
四
年
日
本
消
防
協
会
功

労
章

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１

…

三和孝徳さん

昭
和
五
十
九
年
二
月
以
来
十
六
年

有
余
、
市
浦
村
議
会
議
員
と
し
て
、

清
新
な
議
会
活
動
を
通
じ
て
公
共
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
村
勢
発
展
と

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
四
十
三
年
八
月
か
ら
平
成
十

年
六
月
ま
で
市
浦
村
農
業
協
同
組
合

理
事
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
か
ら
五

十
五
年
七
月
、
五
十
八
年
八
月
か
ら

平
成
四
年
七
月
ま
で
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
を
務
め
、
農
協
経
営
の
合

理
化
、
農
地
確
保
と
有
効
利
用
な
ど

農
業
生
産
者
の
生
活
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
か
ら
二
十
六
年
間

に
わ
た
り
市
浦
村
社
会
教
育
委
員
を

務
め
、
市
浦
村
の
社
会
教
育
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
浦
村
体
育
指
導
員
や
相

内
公
民
館
長
を
歴
任
し
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
社
会
体
育
の

振
興
に
も
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
相
内
郷
土
芸
能
保
存
会

長
と
し
て
、
民
族
芸
能
の
保
存
と
普

及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ

く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く

の

葛西敬太郎さん

昭
和
五
十
九
年
二
月
以
来
十
六
年

有
余
、
市
浦
村
議
会
議
員
と
し
て
、

清
新
な
議
会
活
動
を
通
じ
て
公
共
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
村
勢
発
展
と

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。昭
和
五
十
五
年
八
月
か
ら
平
成
十

年
六
月
ま
で
市
浦
村
農
業
協
同
組
合

理
事
に
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
津
軽
北

部
農
業
協
同
組
合
誕
生
後
の
平
成
十

年
七
月
か
ら
は
同
組
合
理
事
と
し
て
、

腱
協
経
営
の
合
理
化
、
農
地
確
保
と

有
効
利
用
な
ど
農
業
生
産
者
の
生
活

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
平
成
八
年
二
月
二
十
一
日
県
町

村
議
会
議
長
会
議
員
十
一
年
以
上

表
彰

＊
平
成
十
二
年
二
月
四
日
全
国
町

村
議
会
議
長
会
議
員
十
五
年
以
上

表
彰

＊
平
成
八
年
二
月
二
十
一
日
県
町

村
議
会
議
長
会
議
員
十
一
年
以
上

表
彰

＊
平
成
十
二
年
二
月
四
日
全
国
町

村
議
会
議
長
会
議
員
十
五
年
以
上

表
彰

ｌ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
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ｊ
ｊ
ｊ
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成 田長代さん



広報しうる(3)

宍
戸
貞
市
（
旧
姓
小
寺
）
さ
ん

は
、
脇
元
地
区
出
身
で
あ
り
、
戦
後

上
京
さ
れ
、
現
在
は
横
浜
市
に
住
ん

で
い
ま
す
。

昨
年
度
と
今
年
度
の
二
回
に
わ
た

り
村
の
教
育
の
振
興
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
総
額
二
百
十
万
円
を
寄
付
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

寄
付
金
は
、
小
学
校
・
中
学
校
の

図
書
の
充
実
を
図
る
た
め
「
宍
戸
文

庫
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

図
書
室
も
日
増
し
に
充
実
さ
れ
、

児
童
・
生
徒
、
父
兄
の
皆
さ
ん
か
ら

大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
村
の
教
育
の
振
興
に
大

き
な
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
十
四
年
度
の
市
浦
村
褒
賞
を
受
賞

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
宍
戸
さ
ん
を

訪
ね
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

＊
こ
ん
に
ち
は
。
表
彰
の
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
高
額
の
ご

髪嶽貞諏耆磯
諭ね=て′

～ふるさとの海忘れがたく～

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

や
い
や
、
歳
を
重
ね
る
と
欲
し
い
物

も
な
い
し
、
衣
食
住
も
足
り
て
い
る
。

気
ま
ま
な
年
金
ぐ
ら
し
だ
し
、
何
よ

り
留
守
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
市
浦
の

方
々
が
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
お
役
に

立
て
れ
ば
と
」

＊
保
護
司
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
等
の
地

域
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
面
倒
見

の
良
い
方
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

「
妻
も
そ
う
だ
が
頼
ま
れ
れ
ば
、

イ
ヤ
と
言
え
な
い
性
分
で
ね
。
脇
元

地
区
の
人
が
私
を
訪
ね
て
職
さ
が
し

に
来
た
時
に
何
人
も
就
職
の
あ
っ
せ

ん
を
し
た
り
、
家
庭
の
都
合
で
出
産

を
断
念
し
た
人
を
説
得
し
て
、
そ
の

子
供
を
四
歳
ま
で
育
て
た
こ
と
も
。

一
番
多
い
時
は
他
の
子
供
が
三
人

い
た
り
、
こ
れ
ま
で
自
分
の
子
供
以

〆斥

宍
戸
貞
市
さ
ん

■錆戸真市遡鍾謹灘経醗，
囮大正4年2月7日、脇元生まれ

［学歴等］

・脇元高等小学校卒業
・横須賀海城学館中等科4年終了

大楠海軍機関学校卒業

［職歴等］

・自昭和11年1月・至昭和20年9月

海軍々人（海軍准尉）
・復員後脇元在住

脇元青年団長を歴任
・自昭和21年1月至昭和23年3月
脇元青年学校教官

（脇元漁業会書記兼務）
・昭和23年5月以降川崎市在住

日本鋼管㈱勤務（作業長）
・川崎市広報委員
・川崎市PTA連絡協議会理事

l.神奈川県PTA連合会専務理事
｜・昭和45年11月以降横浜市在住
・保護司委'堀(川崎市在住時より18年間
保護司活動）
・日本鋼管㈱定年退職後月島機械㈱勤

(護縦で円縦職） ノ

外
十
三
人
を
育
て
た
ん
で
す
。
そ
の

子
供
達
と
は
、
今
も
交
流
が
あ
り
、

私
を
お
父
ざ
ん
と
呼
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。
私
は
勤
め
に
出
て
昼
間
い
な

い
け
ど
、
家
内
に
は
、
苦
労
を
か
け

た
ね
。
た
だ
妻
は
自
分
の
子
供
達
と

区
別
せ
ず
、
気
に
し
な
い
で
子
育
て

し
て
い
た
か
ら
。
仲
人
も
三
十
組
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

＊
宍
戸
さ
ん
に
と
っ
て
『
ふ
る
さ
と
』

と
は
。
「
故
郷
は
、
子
供
の
時
代
に
培
わ

れ
た
精
神
風
土
で
あ
り
、
何
事
に
も

が
ん
ば
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
す

よ
。
こ
れ
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。
」

＊
ふ
だ
ん
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
座

右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
常
に
思
う
心
は
、
『
施
し
て
報

を
願
わ
ず
、
受
け
て
恩
を
忘
れ
ず
』

で
す
。
座
右
の
銘
と
し
て
は
、
『
人

生
無
齢
、
行
動
不
変
』
で
す
。
」

＊
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
特
に
印
象
的

な
事
は
何
で
し
ょ
う
か
。

「
戦
争
の
始
ま
り
と
終
り
を
体
験

し
た
事
で
す
。
昭
和
十
六
年
十
二
月

一
日
に
、
横
須
賀
か
ら
何
も
知
ら
き

れ
ず
に
、
捕
鯨
船
の
日
新
丸
で
南
鳥

島
と
い
う
所
に
連
れ
て
行
か
れ
、
海

抜
二
六
○
ｍ
の
た
め
、
シ
ケ
に
あ
う

と
波
に
洗
わ
れ
て
し
ま
う
大
変
な
と

こ
ろ
で
し
た
ね
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
九
日
に

は
、
帰
港
途
中
、
不
沈
空
母
と
言
わ

れ
た
世
界
一
の
戦
艦
「
信
濃
」
が
爆

撃
に
よ
り
、
沈
没
。
護
衛
の
駆
逐
艦

へ
泳
い
で
行
き
助
け
ら
れ
た
こ
と
で

す
ね
。
戦
争
の
事
は
一
言
で
語
り
つ

く
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
す
よ
。
次

の
機
会
に
ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
ま
し

よ
》
っ
。
」

＊
最
後
に
市
浦
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

1
|’

詞
＃

「
都
市
部
と
異
な
り
、
恵
ま
れ
な

い
環
境
と
資
源
の
な
か
で
、
他
に
誇

れ
る
独
自
の
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

る
村
民
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
合
併
し
て
も
、
海
の
香
り
の
残
る

ふ
る
さ
と
、
原
風
景
を
な
く
さ
な
い

で
欲
し
い
こ
と
で
す
。
」

＊
宍
戸
さ
ん
は
、
八
十
七
歳
を
過
ぎ

て
も
な
お
、
か
く
し
ゃ
く
と
し
て

お
ら
れ
ま
す
ね
。

記
憶
力
の
良
さ
、
地
域
活
動
に
も

精
力
的
に
取
組
む
姿
、
戦
争
の
話
の

時
、
色
々
な
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い

た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
り
、
特
に
ふ

る
さ
と
脇
元
の
海
へ
の
愛
着
が
強
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。
次
の
機
会
に

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

|’ ｜繕》

I
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』

1

Ｂ
ト
ー

ー2期型

▲高松村長に寄付金の目録を手渡す宍戸さん
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関東地図冠i聴造市浦会蕊蹄会

に

伽
Ｘ
郁
悉
霊
盤
竺
溌
ぬ
る

11月16日、東京都品川ブリンス

ホテルにおいて、「関東地区ふるさと

市浦会交流会」が開かれ、市浦会会

員、村からの参加者合わせて120人

が参加して交流を深めました。

く

－

交
流
会
で
は
、
高
松
村
長
が
「
今
、

世
の
中
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
、
村

で
も
市
町
村
合
併
と
い
う
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
市
町
村
合
併

に
向
け
ふ
さ
わ
し
い
形
を
ど
う
創
る

か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
」
と
市
町
村

合
併
の
状
況
を
含
め
て
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
、
鳴
海
正
毅
市
浦
会
会

長
が
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
市
浦
村

に
何
か
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
現
在
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
基
金
、
あ
る
い
は
高
齢
者
基
金

と
し
て
村
に
恩
返
し
し
た
い
と
考
え

▲かんぱ～ぃ

＝

巴

一

睡＝二畠
閏 蓼蕊

謹

皇書鵯毫壼隻皇迩■
Ｍ
１
ｌ
Ｏ
■
Ｊ
呵
岨
叩
。

別
品
▲

＝

ー 蠅
画

ｌ
ｌ
１
ｊ
則
、

W
N

,I
向』

－

－

－ 嘘
鰊
醗
珊
ｖ 縄

傳忌

息
弁中

q～

鐸

了

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
と
し
て
、

青
森
県
東
京
事
務
所
長
の
金
田
清
吉

氏
、
東
京
青
森
県
人
会
副
会
長
の
野

呂
妙
子
氏
の
祝
辞
に
続
き
、
札
幌
市

か
ら
駆
け
つ
け
た
青
木
綾
子
さ
ん
の

乾
杯
の
音
頭
で
交
流
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
会
場
は
、
同
級
生
や
友
人
、
親
戚

ら
と
の
会
話
で
終
始
に
ぎ
や
か
な
声

が
響
き
渡
り
、
交
流
会
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

交
流
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
参
加

者
全
員
で
市
浦
音
頭
を
踊
り
閉
会
し

ま
し
た
。

〈 ベ

ﾑ…

雲シー

騒蕊
全.雲

鐸
蕊

イ

錘負一一二

▲市浦会の役員のみなさん

ｑ
市
浦
音
頭
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

▲120人が交流を深めました
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ふるさと市浦会交流会
一

』一

参 加者の コメント
富坂清さん(磯松出身）
【千葉県市原市在住】

今回で2回目の参加です。参加者に同級生が少な
いのが残念です。それと最初の時間だけでも地区別
で交流がしたいです。市浦には13年くらい帰ってい
ませんが、自分の田舎なので思い入れはあります。
市浦の皆さんにはこれからもがんばって欲しいです。

井深福子さん(脇元出身）
【東京都江戸川区在住】

交流会には、昨年を除きすべて参加しています。

田舎には誰もいないので、ここに来ると昔の近所の

人たちや、幼なじみの人に会えるので、とても楽し
みにしています。年一回の本当の交流の場です。し

～うらんど海遊館をぜひ体験したいと思っています。

d
l

!。．FII １
１

1
Ｕ
ｒ
。
。
Ｂ
●
も
ｆ
ｕ
四
日
。
■
せ
＆
心
卜
胆
細
Ｊ
寺
貯
肌
酬
馴
酎
・
‐
１
１
１

剣
中
央
が
井
深
さ
ん

卦
右
が
富
坂
さ
ん

↓
剛
弱
醐
塑
宅
咽
８
■
旧
室
■
Ｂ
ｅ
匝
叫
ｊ
腎
優
侭
炉
‐
恥
”
磁
噸
鋤
遡
三
一

〃
Ｅ
叩
け
■
Ｏ
ｐ
ｂ

９

~

一 歪吟ｰ

リ

《
一 ＃

「

’』
心

田中幸生さん(太田出身）
【栃木県今市市在住】

奈良豊勝さん(十三出身）
【千葉県八千代市在住】

12歳の時、ブラジルに渡

り、38年間在住しました。

今は栃木県に住んでいます。

ふるさと市浦会には、今回

初めての参加ですが、会には

団結力があって素晴らしいで
す。市浦の人たちは、美人が
多くとても印象に残りまし
た。機会があったら、次回も
ぜひ参加したいです。

今回初めて参加しました。

懐かしい顔にお会いできて、

古き良き懐かしい思い出がよ

みがえりました。意見交換も

できるし、参加者の皆さんも
他人ではないような気がしま

す。安らぎとともに、とても

力づけられます。機会があれ

ばまた参加したいです。

I

青木綾子さん(十三出身）
【北海道札幌市在住】

高橋てい子さん(相内出身）
【千葉県在住】

交流会には毎回参加してい
ます。参加者の皆さんがし,一
つになり、和んで楽しく帰ら
れるのが、役員をしていて、

とてもうれしく感じます。今

まで市浦会でがんばってきた
ので、仮に市町村合併しても
ぜひ市浦会は残してほしいで
すね。

交流会には初めての参加で

す。17年度で市町村合併、市
浦会を継続して欲しいという

願いがあり今回は北海道から

参加しました。市浦は心のふ
るさと。老後は市浦に住みた
いと思うこともありますね。

仕事柄、市浦の高齢者の方
が、老後を安心して暮らせる
行政を願っています。
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村
商
工
会
（
三
和
清
平
会
長
）
が

創
立
四
十
周
年
を
迎
え
十
一
月
二
十

三
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
記
念
式
典
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
村
商
工
会
は
、
昭
和
三
十
七
年
二

月
に
発
足
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
振
興

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
式
典
に
は

関
係
者
や
来
賓
合
わ
せ
て
百
二
十
人

が
出
席
、
三
和
会
長
が
「
今
後
も
会

員
相
互
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
式
典
参
加
者
は
商
工
会

の
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
り
、

今
後
の
益
々
の
活
動
を
会
員
同
士
誓

い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
に

創
立
恥
周
年
を
盛
大
に
祝
う

市
浦
村
商
工
会

▲40周年を盛大に祝う

（
感
謝
状
受
賞
者
）

ご
尽
力
さ
れ
た
関
係
者
十
六
人
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
奈
良
政
守
（
元
理
事
）

Ｏ
奈
良
正
勝
（
元
理
事
）

○
山
田
正
伸
（
前
理
事
）

○
田
中
忠
司
（
元
経
営
指
導
員
）

○
米
谷
正
三
（
前
補
助
員
）

〔
商
工
会
女
性
部
｝

○
成
田
洋
子
（
女
性
部
初
代
部
長
）

○
佐
藤
綾
子
（
同
二
代
部
長
）

○
白
川
稲
子
（
同
三
代
部
長
）

○
奈
良
洋
子
（
常
任
委
員
）

○
三
和
い
つ
（
常
任
委
員
）

○
三
和
美
保
子
（
常
任
委
員
）

［
商
工
会
｝

○
三
和
芳
次
（
前
会
長
）

○
奈
良
廣
悦
（
全
副
会
長
）

○
成
田
忠
弥
（
前
理
事
）

○
木
村
清
左
衛
門
（
元
理
事
）

○
中
畑
藤
雄
（
元
理
事
）

随I

職澱狗 イ

ミ

＜ 吟

▲感謝状が贈られる

十
月
二
十
八
日
、
実
取
育
成
セ
ン

タ
ー
内
で
、
第
九
回
村
子
牛
品
評
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

子
牛
品
評
会
は
、
畜
産
農
家
の
飼

養
意
欲
の
高
揚
と
飼
養
管
理
技
術
の

向
上
を
推
進
す
る
目
的
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
の
品
評
会

に
は
、
十
二
戸
の
畜
産
農
家
か
ら
十

九
頭
の
子
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

六
人
の
審
査
委
員
が
、
一
頭
一
頭

審
査
を
行
い
、
結
果
は
山
田
清
作
さ

ん
（
磯
松
）
が
出
品
し
た
「
き
よ
か

み
号
」
が
見
事
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝

き
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
木
造
家
畜
保
健
衛

生
所
、
太
田
耕
治
所
長
は
「
ど
の
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
「

チ
〃

Ⅱ

■l■■■■

|成田武司さん’

10月21日に青森市で開催された青森

県商工会青年部女性部連合会組織化

35周年記念式典の席上で、成田武司さ

ん(相内)が、県商工会青年部役員(県

青年部副会長)として、県内の商工会

青年部の指導育成と地域振興に貢献し

た功績が認められ県知事より表彰され

ました。

山
田
清
作
さ
ん
（
磯
松
）
出
品

牛
を
見
て
も
甲
乙
つ
け
難
い
。
」
と

審
査
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
（
）
は
出
品
者
地
区
名

〔
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
一

き
よ
か
み
（
山
田
清
作
・
磯
松
）

【
め
す
の
部
｝

●
優
秀
賞

た
か
ら
ふ
じ
（
成
田
勲
・
脇
元
）

は
な
み
（
工
藤
幸
子
・
磯
松
）

⑨
優
良
賞

く
に
ひ
ろ
（
相
澤
和
子
・
磯
松
）

か
ね
ゆ
き
の
４
（
中
山
幸
夫
・
磯
松
）

一
去
勢
の
部
一

．
優
秀
賞

〈

よ
か
み
」

厩
‐
職
噌
鍜
‐
，

北
桜
春
美
３

●
優
良
賞

丸
正
清
国
３

惨
出
品
さ
れ
た
子
牛
を
審
査

（
丸
山
永
雄
・
太
田
）

（
山
田
清
作
・
磯
松
）

（
寓
谷
雛
・
脇
元
）

（
山
田
浦
作
・
磯
松
）

可

▲表彰を受けた成田さん
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市浦中学校では、北五地区を代表して県中
学校文化祭へ参加した合唱を披露

2002人の来場者て'盛り上がったふるさとまつり'02

その模様をダイジェストて'紹介しき弓

子ども達も元気にダンベル体操。

市浦消防署による「ひげダンス」に会場は
大爆笑。

まんじ会による津軽三味線演奏には、ホールにあふれるほどの観客が押し

寄せました。（右端は三浦美智男さん〔相内〕）

''Aj,葛 属ヌ
ノ！

塁ゞ 農Ｉ
い
い
脳
慨
》
咋
誰
綴
〃
一

凍可

‘,皇j肉
細．･･‘↓:
卜.：.胃E

熱り
"Ww,=

、
qDB9少

“8沖勾

,I

r

込・,‘、

木工愛好クラブによる「糸のこ工作」には

子ども達も興味。
消防言舅の制服で記念撮影する
北沢詠公くん（市浦小5年）

英語指導助手・ロド先生の似顔絵コー
ナーは大人気でした。

毒儒 リ
エ
岬
柳
川
冊
１
１
１
恥
踊
別
Ⅵ
州
則
別
１
１

１
１

鯛勇 ｂ
Ｏ
ａ

１
１

戸

1

豪
！

一一一一一
。
６
０
①

一

『~I､_FYl．

にこにこ会では、自分たちの活動を紹介し
ていました。

風船あそびコーナーは、子ども達でい三上金清さん(脇元)による「おっかけ苣次
っぱい。 郎｣は会塲を大いに盛り上げてくれました。
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十
月
二
十
九
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
町
村
合
併

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
青
森
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
中
橋

勇
一
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
高
松
隆
三
村
長
、
工
藤
武
則
村

議
会
議
長
、
市
町
村
合
併
百
人
委
員

会
委
員
長
伊
南
忠
雄
さ
ん
並
び
に
青

年
代
表
で
成
田
武
司
さ
ん
、
女
性
代

表
で
柏
谷
祐
美
子
さ
ん
の
五
人
が
パ

ネ
ラ
ー
と
な
り
、
「
合
併
の
必
要
性
」

「
合
併
の
枠
組
み
に
つ
い
て
」
の
二

つ
の
議
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

市■
瀞
ｒ
銃

雍
皿L

慨
調忌＝

似
高
松
村
長

猫
函

謡 合
霊
鍾
臺
塁
璽
劃

＃
f･‘IＩ

兎
肯
量
‐
伴

獣
域
田

否、

こ…
一

垂

馴
鯛
哨
醒

併バ
ネ

｜
雁
、
１
‐
４
‐
１

ま
し
た
。
「
合
併
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
住
民

の
生
活
圏
や
活
動
闇
な
ど
も
行
政
区

域
を
越
え
て
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

広
域
性
に
向
け
た
対
応
が
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
、
さ
ら
に
地
方
交
付

税
の
減
額
に
よ
り
合
併
し
な
け
れ
ば

も
っ
と
厳
し
く
な
る
。
合
併
は
避
け

て
通
れ
な
い
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

「
合
併
の
枠
組
み
に
つ
い
て
」
は

成
田
さ
ん
か
ら
は
、
「
二
町
二
村
（
金

木
町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
小
泊
村
）

の
合
併
で
は
、
現
在
の
人
口
が
約
二

■

U

l1

F 髪レ
エ
藤
武
則
議
長

ウ

u

一華

！ ■
ｊ
ｍ
９

Ｉ
ｌ
卜
山
口
卜
Ｌ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
ｂ
ｉ

州
〕壼一

菫
目

Ｉ
鐸
陛

万
九
千
人
。
今
後
の
人
口
減
少
や
交

付
税
の
減
額
に
よ
り
四
つ
の
町
村
が

ま
と
ま
っ
て
も
過
疎
化
か
ら
脱
却
で

き
な
い
と
思
う
ｃ
合
併
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
現
実
に
生
活
面
で
も
買
い
物
、

医
嫉
、
レ
ジ
ャ
ー
、
通
勤
、
教
育
で

は
高
校
ま
で
含
め
、
広
域
化
と
い
う

こ
と
で
、
五
所
川
原
市
、
鶴
田
町
、

金
木
町
、
中
里
町
、
小
泊
村
、
市
浦

の
六
つ
の
市
町
村
と
合
併
し
た
ほ
う

が
一
番
理
想
」
。
柏
谷
さ
ん
か
ら
は

「
市
浦
村
は
農
業
、
小
泊
は
漁
業
と

か
で
生
活
を
し
て
い
る
と
思
う
。
確

か
に
生
活
は
広
域
と
い
う
こ
と
で
は

五
所
川
原
の
方
が
望
ま
し
い
の
で
し

ょ
う
が
、
商
業
化
の
方
に
重
点
が
行

く
の
で
は
な
い
の
か
と
懸
念
さ
れ
ま

す
。
住
民
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で

収
入
源
と
な
る
農
業
、
漁
業
、
林
業

と
い
う
共
通
の
収
入
源
が
あ
る
小
泊
、

市
浦
、
中
里
、
金
木
、
車
力
、
稲
垣

ｑ
成
田
武
司
さ
ん

７

３

邸

Ｔ

Ｉ

Ｆ

Ｉ

日

狸

〃報 偶

を
含
め
た
六
町
村
の
合
併
が
い
い
の

で
は
」
。
高
松
村
長
か
ら
は
、
「
地

方
分
権
に
よ
っ
て
約
六
百
種
類
の
行

政
事
務
が
県
や
市
町
村
の
事
務
に
な

る
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
何
が
出

て
く
る
か
と
い
う
と
役
場
の
能
力
を

高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
責

任
、
自
己
決
定
と
い
う
専
門
性
が
求

め
ら
れ
、
相
当
高
い
レ
ベ
ル
の
行
政

が
市
役
所
や
役
場
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
従
っ
て
、
小
規
模
町
村

同
士
が
合
併
し
て
、
新
し
い
時
代
に

対
応
し
た
権
限
を
公
正
に
行
使
で
き

る
か
と
い
う
と
な
か
な
か
で
き
な
い
。

そ
う
い
う
点
で
、
四
町
村
と
い
う
小

さ
な
事
で
は
な
く
、
人
口
十
万
人
の

行
政
規
模
が
望
ま
し
と
と
、
工
藤

議
長
か
ら
は
、
「
ま
ず
四
町
村
が
し

っ
か
り
と
し
た
基
礎
を
築
い
て
、
話

し
合
い
を
し
な
が
ら
お
互
い
に
折
衝

し
て
対
話
を
し
な
が
ら
、
対
等
合
併

包
柏
谷
祐
美
子
さ
ん

一
卿１

円
４
〃
８
４
辱

８
．
１
１
１
１
１

本白女

を
し
て
も
ら
い
た
い
。
四
町
村
が
力

を
合
わ
せ
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
地

域
住
民
の
た
め
の
合
併
が
望
ま
し
い

の
で
は
」
。
伊
南
委
員
長
か
ら
は
、

「
合
併
後
十
年
間
は
何
と
か
合
併
し

た
町
村
で
維
持
で
き
る
。
し
か
し
、

十
二
年
目
、
十
三
年
目
に
な
る
と
苦

し
く
な
る
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
広

域
を
視
野
に
」
な
ど
活
発
な
討
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■ー

レ
コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

中
橋
勇
一
さ
ん

し
伊
南
忠
雄
さ
ん i-I

割
■

青
森
一 市 金歯
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20⑨3年春闘業

〒ルハマラツ･ラグープ 弄気がい涌ｲー
伊173

ショッピングやエン昌一ライメニノトだIゴじゃ怠い！

この海、新た芯ドラマの予感「ラグープ蒲郡｣。
H

企 一

う。メルカー罰

一一一司

､醗臘’噸
ー－&、、戸一！‐_二一

譲
鋤
騨
議
率
蕊
索
喪

..．l霊1Fョ
§･理

謝

蕊
露謡4 ,墓?鐸

蕊

鱗
ⅡI

川I

州Ⅱ
ノ

〃

銃ルムマランラグーナ宅君、

ラグーナの湯、鐡鍵
，
西
１
１
Ⅱ
０
，
Ⅱ

l-AGUNハハ凱剛剛

麗0500m
◆

、／

フランスの名門タラソテラピーセンター「テルムマラン」が、千葉県勝浦市にある「パシフイーク」

に続き、来春愛知県蒲郡市に誕生します。

「テルムマラン」といえば、この海遊館のお兄さん的存在の施設です。
みなさんは、この前海遊館にいた赤堀さんと武田さんを覚えていますか？彼女たちは、この「テ

ルムマラン・ラグーナ」のセラピストなのです。
開業に向けて、彼女たちは、この海遊館で一生

懸命、実習生として、頑張っていたのです。ま

た、「テルムマラン・ラグーナ」は、「ラグーナ

蒲郡」という一大リゾート地の中に誕生します。

すでにご覧のような、屋外レジャープール、
アウトレットショップ、マリーナ等の楽しい施

設がオープンしており、そのメインの施設とし

’て、「テルムマラン・ラグーナ」が登場するの
です。凄いでしょう？
みなさんも是非、名古屋周辺にいらっしゃる

際は、立寄ってみて下さい。きっと彼女たちの

素敵な笑顔が待っていますから…▲左が｢赤掘さん｣、右が｢武田さん」
、 ノ
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健 康
去
る
、
十
一
月
二
十
二
日
㈱
に

「
第
三
十
三
回
共
同
保
健
・
医
療
・

福
祉
計
画
会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
健
康
や
医
療
、
福
祉
の
こ
と
を
自

分
の
も
の
と
し
て
考
え
、
よ
り
健
康

で
住
み
や
す
い
市
浦
村
を
つ
く
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、
午
前
に
む
し
歯

ゼ
ロ
児
な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
の

表
彰
、
村
の
健
康
課
題
に
つ
い
て
の

話
題
提
供
、
午
後
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
出
さ
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。▲会議には100人が参加

＊
グ
ル
ー
ブ
ワ
ー
ク
で
は

①
基
本
健
診
に
お
い
て
循
環
器
疾
患

（
高
脂
血
症
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
）

が
多
い
。

②
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
が
増
加
し
て
お

り
、
働
き
磯
り
の
年
代
の
（
特
に

男
性
）
健
康
づ
く
り
の
充
実
が
望

ま
れ
る
。
同
様
に
精
密
検
査
に
関

し
て
未
受
診
が
あ
り
、
事
後
管
理

が
十
分
で
な
い
。

③
乳
幼
児
の
む
し
歯
が
多
い
。

の
三
点
の
重
点
健
康
課
題
に
つ
い
て

四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。
出
さ

れ
た
意
見
を
五
項
目
に
分
け
て
紹
介

し
ま
す
。

★
む
し
歯
に
つ
い
て

○
歯
石
を
一
年
に
一
回
等
定
期
的
に

取
る
。

○
ガ
ム
を
食
べ
て
か
む
力
を
つ
け
て

歯
並
び
を
良
く
す
る
。

○
歯
科
医
で
正
し
い
歯
み
が
き
指
導

を
受
け
る
。
（
歯
肉
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
も
）

○
妊
娠
時
期
か
ら
の
歯
を
大
切
に
す

る
教
育
を
行
う
。

○
成
人
に
お
い
て
の
歯
科
検
診
は
住

民
に
分
か
り
や
す
い
方
法
で
周
知

し
広
め
て
い
く
。

○
成
人
の
た
め
の
歯
科
保
健
指
導
は

有
効
で
あ
る
。
定
期
的
に
健
康
教

室
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

★
子
ど
も
の
食
生
活
習
慣
に
つ
い
て

○
お
や
つ
は
袋
ご
と
与
え
な
い
。

○
毎
食
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
る
。
（
朝

食
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
）

○
子
ど
も
の
時
か
ら
の
食
習
慣
を
良

く
す
る
こ
と
を
考
え
る
。
（
子
ど

も
の
欲
し
が
る
物
で
な
く
、
必
要

な
物
を
与
え
る
）

○
好
ま
し
い
食
生
活
習
慣
は
、
小
学

校
で
習
慣
づ
い
て
も
、
中
学
校
に

な
る
と
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
、
家

庭
で
の
食
事
を
考
え
大
事
に
す
る
。

○
自
分
の
好
み
に
あ
っ
た
も
の
し
か

食
べ
な
い
子
ど
も
に
対
し
て
食
べ

て
い
け
る
食
の
環
境
を
作
る
。
（
た

だ
、
食
卓
に
出
し
て
も
食
べ
な
い
。

子
ど
も
が
ご
飯
を
食
べ
な
く
な
る
）

○
若
い
年
代
の
人
が
集
ま
る
機
会
に

食
生
活
改
善
推
進
委
員
等
の
活
用

の
場
を
設
け
る
。

★
健
康
管
理
《
健
診
受
診
関
係
》

○
一
年
の
安
心
の
た
め
の
健
診
受
診

を
す
る
。

○
職
域
受
診
に
つ
い
て
は
事
業
所
の

方
で
一
時
間
程
度
時
間
を
さ
い
て

受
診
で
き
る
体
制
を
設
け
る
。
（
行

政
と
労
働
基
準
監
督
署
と
で
の
体

制
づ
く
り
）

○
「
早
期
」
と
「
進
行
」
し
て
の
が

ん
発
見
に
関
す
る
診
療
費
及
び
自

己
負
担
の
比
較
デ
ー
タ
の
情
報
提

供
を
す
る
。

○
エ
コ
ー
検
査
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

○
男
性
の
受
診
者
を
増
や
す
こ
と
を

考
え
る
。
（
ド
ッ
ク
の
期
間
中
、

都
合
の
良
い
時
に
受
け
る
等
）

○
保
健
衛
生
協
力
委
員
の
受
診
奨
励

の
方
法
も
見
直
し
、
工
夫
す
る
。

○
自
分
の
健
康
に
自
信
が
あ
っ
て
受

診
し
な
い
人
た
ち
へ
の
勧
奨
方
法

を
考
え
る
。

○
若
い
年
代
の
人
た
ち
に
、
自
分
の

体
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
。

○
町
内
会
単
位
で
活
動
を
さ
せ
、
地

道
に
す
す
め
て
は
ど
う
か
。
（
町

内
会
の
活
力
が
参
加
に
つ
な
が
る
）

○
直
接
声
を
掛
け
合
っ
て
誘
う
。

○
グ
ル
ー
プ
単
位
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
。
（
明
確
に
す
る
）

○
家
族
へ
の
迷
惑
を
考
え
受
診
す
る
、

受
診
さ
せ
る
。

○
健
診
は
強
制
で
は
な
い
の
で
、
受

け
た
く
な
い
人
の
気
持
ち
も
勘
案

す
る
。
（
未
受
診
Ⅱ
悪
で
は
な
い
）

《
精
密
検
査
受
診
関
係
》

○
精
密
検
査
に
関
わ
る
自
己
負
担
の

軽
減
も
考
え
る
。

○
精
密
検
査
受
診
に
行
き
や
す
い
よ

う
バ
ス
送
迎
を
考
え
る
。

○
診
療
所
で
可
能
な
精
密
検
査
項
目

（

の
開
示
を
す
る
。

《
健
康
筥
理
関
係
》

○
健
診
の
結
果
は
家
族
間
で
同
じ
箇

所
が
「
要
指
導
」
判
定
と
な
っ
て

い
る
。
↓
食
生
活
が
原
因
？
食
生

活
改
善
を
重
視
す
る
。

○
例
え
ば
、
お
菓
子
を
控
え
る
、
食

事
へ
の
注
意
、
犬
の
散
歩
等

○
保
健
師
が
話
す
こ
と
は
理
想
的
な

こ
と
。
（
教
科
書
と
同
じ
こ
と
）

○
「
要
指
導
」
で
健
康
教
室
に
参
加

す
る
気
持
ち
に
さ
せ
る
。

○
各
団
体
や
企
業
へ
保
健
師
が
出
向

い
て
、
健
康
教
室
を
実
施
す
る
。

★
ダ
ン
ベ
ル
体
操

○
老
人
ク
ラ
ブ
、
中
学
校
等
で
は
積

極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

○
長
期
間
実
施
し
、
効
果
を
み
る
。

（
出
な
け
れ
ば
、
効
果
が
見
え
な
い
）

○
男
性
（
老
人
？
）
は
音
楽
が
邪
魔

で
あ
る
。
（
つ
い
て
い
け
な
い
）

○
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
ダ
ン
ベ
ル
等

で
体
力
を
つ
け
る
。

※
個
人
で
自
由
に
で
き
る
の
も
長
所

で
あ
る
。

☆
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ビ
ー

○
効
果
は
あ
る
。
タ
ラ
ソ
の
効
果
を

表
す
方
法
を
考
え
る
。
（
年
代
別

効
果
デ
ー
タ
を
広
報
に
の
せ
る
）

○
バ
ス
の
巡
回
時
間
に
問
題
が
あ
る
。

（
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い
）

○
子
ど
も
が
い
て
も
、
自
由
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
改
善
す
る
。
（
託

児
所
等
）

’
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雪室 〃ご蜜りま雪o

｢硲置制震跡弓下饗震費制働へ

これまでの障害者福祉サービスは行政が決定していましたが、平成15年4月からは、利用者が自らサー

ビスを選び契約により利用できる「支援費制度」に変わります。
それにより、事業者と対等の関係で、よりよいサービスが利用できるようになります。

支援黄制度の対象と怠るワービヌ援費制度のしくみ
、、戦一ビス

居宅介護短期入所｜
居宅介護短期入所｜
居宅介護短期入所’

､塗_－－．
身体障害者

知的障害者

障害児

区

|胄森県’吉森県利用者

居宅生活支援
(在宅利用サービス）

４
十
Ｊ旨定

壺牛施設･療謹施設
授産施設

身体障害者
施設訓練等支援

(施設入所利用サービス）

●
Ⅱ
日
ｑ
・
日
■
‐
９
凸
廿
甲
・
ロ
・
８
口
“
■
凸
■
。
９
．
１
１
１
．
Ⅱ
１
１
口
■
Ｉ
１
Ａ
■
■
り
■
■
■
▽
。
。
Ⅱ
，
０
．
１
１
ｄ
・
日
日
８
４
■
ｑ

業 者 更生施設･授産施設
通勤寮

市 知的障害者

※支援費の|ﾖ請を1月から受付します。

補装具や更生医療等の制度はこれまでと変わりあり
ませんc65歳以上の障害者、40歳以上の特定疾病の障

害者は介護保険が優先となります。

◎不明な点は、お気軽にご相談下さい。

臘蹴&磯鰄繊リ

市浦村役場･住民福祉課公62－2111（内32）

、／

①支援費の申請

②支給決定

|③尊二潔展の契約､利用者負担額の支払い

|奎Ⅷ 」

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

平
成
十
四
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
間
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
全
額

が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
十
四
年

分
の
保
険
料
の
他
に
、
過
去
の
期
間

で
未
納
や
免
除
を
受
け
て
い
た
分
を

平
成
十
四
年
中
に
納
め
た
保
険
料
額

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
分
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保

険
料
額
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

★
平
成
十
四
年
の
定
額
保
険
料
額

・
月
額
一
万
三
千
三
百
円

・
年
額
十
五
万
九
千
六
百
円

国
民
年
金
は
世
代
と
世
代
を
つ
な

ぐ
支
え
合
い
の
制
度
で
す
ｃ

原
則
と
し
て
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
人
は
必
ず
加
入
し
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

１
１
１

国
民
年
金
の
保
険
料
は
社

会
保
険
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

な
い
と
ど
う
な
る
の
？

I
ミノ

し
て
お
く
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
①
老
齢
基
礎
年
金
は
四
十
年
間
保
険

料
を
納
め
る
と
六
十
五
歳
か
ら
満

額
受
給
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
未
納
期
間
（
保
険
料
を

納
め
て
い
な
い
期
間
）
が
あ
る
と
、

そ
の
期
間
に
応
じ
た
分
だ
け
減
額
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料

の
納
付
済
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）

が
二
十
五
年
に
満
た
な
い
方
は
年
金

を
受
給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
②
障
害
基
礎
年
金
は
国
民
年
金
加
入

期
間
中
な
ど
に
病
気
や
け
が
で
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
逝
族
基
礎
年
金
は
国
民
年

金
加
入
者
な
ど
が
亡
く
な
っ
た
場
合

に
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
人
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
い
る

妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

（
免
除
期
間
を
含
む
）
が
加
入
期
間
の

三
分
の
二
以
上
な
い
と
、
こ
れ
ら
の

年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

年
金
と
い
う
の
は
、
若
い
時
は
保

険
料
を
納
め
る
だ
け
で
自
分
に
は
関

係
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
若

い
時
に
も
以
外
と
か
か
わ
り
が
深
い

も
の
で
す
。

将
来
の
安
心
に
つ
な
げ
る
た
め
、

国
民
年
金
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め

土
生
、
‐
）
し
季
、
旬
ノ
０

E国
＝

雲
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広報乙うみ⑫

平成14年度
朝鮮半島・台湾出身の旧軍人軍属箒て’
あった皆さIU及びその遺族の皆さIUA務署表彰

成田忠弥さん
（相内）

平成14年度仙台

国税局の申告納税

制度の啓蒙活動功

績で、五所川原税

務署管内から、成

田忠弥さん(相内）

が表彰を受けまし
た。

◎平和条約国籍離脱者等である戦没者遺族等に対する弔慰金等の支
給に関する法律より

●戦没者の遺族の方には弔慰金260万円
・重度傷病者の方には見舞金等400万円が支給されます。

■対象となる方

特別永住者として日本に永住している方（帰化された方を含みま
す｡）などで次のいずれかに該当する方。

①昭和12年7月7日以後公務傷病にかかり、これにより昭和16年12
月8日以降死亡された方のご遺族
②昭和12年7月7日以後公務傷病にかかり、これにより重度障害の
状態にある戦傷病者の方（重度戦傷病者といいます｡）
③平成13年3月31日以前に死亡された重度戦傷病者のご遺族（①に
該当する方を除きます）

■請求期限平成16年3月31日まで

■受給できない方恩給法や戦傷病者戦没者遺族等援護法などの給
付を受けた方がいるなどの場合には受給できません。

■請求書類
①弔慰金等請求書②外国人登録証明誉の写し
③他の法令による給付に関する申立書
④弔慰金等受取金融機関に関する届
⑤公務傷病にかかった又は公務傷病により死亡したと認めることが
できる書類

⑥死亡した方との身分関係を認めることができる戸籍書類など（弔
慰金請求の場合）
⑦障害の程度でわかる書類（見舞金請求の場合）
※この他にも、ケースによって必要な書類がありますc請求書等用
紙は、市区役所、町村役場又は都道府県庁にあります。

■請求から受給まで弔慰金等は、請求書類を居住地の市区町村に
提出、都道府県を経由して総務大臣に請求します。支給されるこ
ととなった弔慰金等は、請求者が指定した金融機関で受領します。

，お問い合わせ
総務省大臣官房管理室弔慰金等支給業務室
〒105-0001東京都港区虎ノ門1-18-1虎ノ門第10森ビル

公03-3539-7830.7831
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圏第166回
日本商工会議所珠算能力検定合格者

修2級成田綾美・石岡麻由子

平野雄大・平野美晴
，4級佐々木優佳

'5級小笠原優希乃

似8級竹谷真希子
修10級工藤実紗（以上：市浦珠算学院）

圏第127回全国商工会珠算検定合格者

'2級石岡麻由子・飯島大貴

秋田谷美佑
伝7級田中裕仁村元孝史

佐々木愛・工藤吏生

伝8級成田拓弥（以上：市浦珠算学院）

～へ一二～=全一～～へ一畳ヘーヘーーヘーへ三～～～〆～～～～～～～～～～～～～～～～

「
消
す
心置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に
」

の
全
国
統
一
標
語
の
も
と
に
十
月
二

十
一
日
か
ら
二
十
七
日
の
間
、
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
十
一
日
に
は
一
日
消
防
署

長
に
奈
良
綾
子
さ
ん
、
一
日
消
防
団

長
に
新
岡
美
代
子
さ
ん
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
辞
令
交
付
後
、
消
防
署
、

消
防
団
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
四
者
合
同
で
村
内
を

車
輌
で
パ
レ
ー
ド
し
、
火
災
予
防
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

火
災
予
防
運
動
中
、
消
防
署
で
は

防
火
対
象
物
の
立
ち
入
り
検
査
（
消

防
設
備
等
の
点
検
、
確
認
）
や
避
難

訓
練
の
指
導
な
ど
行
い
ま
し
た
。

秋
の
火
群
饗
了
防
蓮
動
》
ふ
る
き
と
ま
つ
り
参
加

鵬
＃
曲

瞳溌

蝿

‘蓋 認
ヅリズA

十
一
月
二
日
、
三
口
に
開
催
さ
れ

た
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
参
加
し
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
鯛
焼
き

を
販
売
し
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
記
念
写
真
で

は
、
制
服
や
防
火
衣
を
着
て
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
で
写
真
を
搬
り
、
そ
の
場

で
プ
リ
ン
ト
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表

紙
を
つ
け
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
た
消
防
署
の
若
者
に
よ
る
、
ひ

げ
ダ
ン
ス
も
好
評
で
し
た
。

’｜’ ク

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

、

肖
、

ノ

防

●

ネ

ツ

卜

ワ
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市浦村の人口と世帯数平成1412'現在

〆

、
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養手当制度の改正内容に
ついてのお知らせ

青森海上保安部
情報提供システム(M
2月1日運用開始ﾉﾘ

児童扶”青森
岸域情報握沿岸 ICS)，ノロ

E

L

11
母子家庭等に支給されている児童扶養手当制度が

今年の八月から改正されました。

これまでは、所得に応じて手当額は2段階（全部

支給が月額42,370円、一部支給が月額28,350円）の
ため、収入が増えても、収入と手当の合計額である

総収入額がかえって減ってしまう場合があるため、

就労等により収入が増えた場合でも手当を加えた総
収入がなだらかに増えていくように、手当額がきめ

細かく定められることとなりました。

◎改正後の手当

全部支給は、これまでと同じ月額42,370円ですが、

一部支給は、所得に応じて、月額42,360円から10，

000円まで10円きざみの額となりました。

その他所得範囲の見直しや制度改正により手当額

が減額となった方を対象に新たな貸付金を設け無利

子の貸し付けを行うことになっています。
，お問い合わせ役場住民福祉課壷62-2111(内線32)

」

|’ |’

このシステムは、青森海上保安部からインターネ

ット・ホームページ、電話及びファクシミリにより

船舶交通の安全上必要な情報を提供するものです。

◆インターネッ|、。ホームベージ

ｱドﾚｽ:http://www'kaihomlit.gO.jp/02kanku/aomori/

ホームページでは、青森海上保安部の業務紹介、

岬の気象情報、海上交通の安全情報、海に関する各
種データ等を見ることができます。

また、ライブカメラによる龍飛埼灯台からの映像

が見られます。

◆電話（テレホンサービス）

テレホンサービスでは、岬の気象情報を電話で聞

くことができます。

なお、艫作埼灯台の気象は、青森海上保安部のみ

で提供し、龍飛埼灯台では提供していません。

冠017-731-2177（青森海上保安部）

丑0174-38-2277（龍飛埼灯台）

＊携帯電話iモード、EZウェブ、Jスカイからは

ｱドﾚｽ:http:"IAAMwkaiho'mlit90.jp/02kanku/aomon/i/(iﾓード）

ｱドﾚｽ:hip://wwwkaiho,mlit.90.1p/02kanku/aomo｢i/e/(EZｳｴブ）

ｱドﾚｽ;hip://wwwkaiho,mlit,90'ip/02kanku/aomo｢il/(Jｽ刀ｲ）
により情報力覗供されます。

◆ファクシミリ

ファクシミリにより各灯台の気象情報が得られま

す。公017-722-0177

◆無線電話

龍飛埼灯台では、中短波1,670.5KHzにより毎時

の50分50秒～53分20秒に気象放送の提供を行ってい
ます。

Ｉ
‐
』[こんにちはﾉ署育てﾒｲﾄです

子育てメイトはみなさんのご近所に住む子育て経

験豊富な方達で、現在子育て中のお母さん達の、子

育てに関する悩みや、ちょっとした不安等について、

自分の経験等をもとに、気軽に相談に応じています。

気軽なお友達としておしゃべりを楽しんで下さい。

なお、お宅を訪問したり、道端で声をかけたりす

ることがありますが、話された内容を他人に漏らし

たりしませんので、気軽になんでも相談して下さい。

あなたの地区の子育てメイトを紹介します。

10月から8人になりました。
■子育てメイト連絡協議会委員名簿

ノ、

一県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

１
４
３
１
１く年累言I10月中 飲酒運転による死者

死
者
高齢者の死者
～65歳以上の人～

36
(31)

872件
(857）

7,375'II
(7,705）

発
生

ｊ
哩
製く自動車乗車中の死者

87人

(92）

12人

(12）
死
者 22

(22）
非蒜用死者

傷
者Ｉ 9,313人

(9.737）
1，060人
(1076） ’着用していれば助かったと思われる人 １

２
９
１
く しお問い合わせ役場住民福祉課民生係

a62-2111(内線32)
()内は前年｡累計は1月から。速輔砿のため後日変更することがあI)ます。

大字名

相内

桂川

太 田

脇元

磯松

十三

計

前月人口

1,168
59

248

511

297

786

3．069

人口

1,171
59

247

513

297

786

3.070

世帯数

405

22

83

206

107

264

1.087

〈ホームページ愛称〉ブルーフ ｿブルウェーブ

地区名

相内地区
〃

太田地区

磯松地区

脇元地区
〃

十三地区

〃

氏 名

三和美穂子

鳴海都志子

奈良綾子

村 元 秀子

櫛引笑子

石岡明子

小山内千津子

梶浦しげ子

電話番号

62-2382

62-2584

62-2875

62-2092

62-2025

62-3146

62-2360

62-2483
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０
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ご協狗種せ
一
一

一
一

下記のとおり地区に雪捨場を設置しております。
ご利用下さい。 解卜駐詞ざゆめましよう

I識熱演層謹濃I 路上の駐停車は除雪の
決められた場所以外
での駐停車はやめまし
ょう。また、故障など
でやむをえず路上にお
くときは、目印に赤旗
を立ててください。

大認公圏駐堅蝿

函
仁至小泊

市浦中学校

圃迩339号

コミセン

至中里今

信号 旧圃道

市涌村役場

道路に雪存捨てないてl'.F穴し｝
藤議護識圃稚匿簔頻涯刺

除雪車でよせた雪を道路に返したり、各家庭の雪を道路
に押し出したりしないでください。

乍至小泊 閑逓339号 至五所川原ヰ

洗磯燭神社
サマーハウス

唾憂璽

脇元漁協醍務所

（
脇元漁獲

日本海

|倒雪罐謹副諏圃捌臘

令至小泊 国道339暑 至相内坤

作業中の除雪詞ご/330m以内に近寄らなし)て'下さし｝
h

除雪車は菫機械であ
り、前後10m位は死角
とります。
また、雪の中に混じ
っている砕石、ガラス
等が飛び散る場合もあ
りますので30m以内に
は近寄らないようお願
いします。

|円蕊西剛材所磯松公民鯉

村通

唖

;蕊童画鐡識繊麗制
日本海

〃

剛

十三地区瀞化ｾﾝﾀー'－－1
〕〔せばと川

…垂

新岡商店

心
つ
わ
昼

秋
田
谷
樹

り
ょ
う
た

三
和
凌
大
か
ず
き

山
田
一
輝
ま
ひ
ろ

三
浦
茉
紘
ゆ
い
塁

木
村
友
衣
子

工
藤
ま
り
んれＬ

二
藤
部
玲

至小泊吟

（

籍の戸
▼
お
誕
生

I睡錘弧鴬漣潅渥画牌1--

11

吟
仁至相内

（
相
内
）
誠

（
相
内
）
卓

（
脇
元
）
卓
美

（
相
内
）
尚

（
相
内
）
方
昭

（
十
三
）
勉

（
脇
元
）
優 窓

｜
一
丁

'1蜜緬

旧太田小学校

一
年
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
年
の
瀬
を
迎
え
何
か

と
あ
わ
た
だ
し
い
毎
日
が
続
く
と
思

い
ま
す
が
、
来
年
も
「
広
報
し
う
ら
」

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
三
不
）

三
和
純
一

伊
南
錦
也

高
杉
金
左
衛
門

÷÷一一一一一一

三
和
田
村
水
野
梅
木
工
藤
岩
谷
小
野

秋
田
谷

豊
島
国
本
奈
良
畠
山
工
藤
富
岡
伊
藤
三
和
吉
田
荒
関⑤

⑧
⑥
③

▼
お
く
や
み

▼
ご
結
婚
弘
樹
麻
美隆

麻
衣
一
郎
千
穂
敏
厳
由
紀
正
樹
泰
実
和
徳
志
穂
邦
博
由
美忍

彩
子
卓
矢

志
の
ぶ

采厩箱
（
相
内
）

（
青
森
）

（
脇
元
）

（
東
京
）

（
十
三
）

（
鯵
ヶ
沢
）

（
五
所
川
原
）

（
十
三
）

（
十
三
）

（
京
都
）

（
太
田
）

（
秋
田
）

（
十
三
）

（
八
戸
）

（
金
木
）

（
相
内
）

（
相
内
）

（
中
里
）

田松内
～〆…ー

659087

歳歳歳


